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１． 本プロジェクトの目的 

私たちプロジェクトメンバーは、山口大学医学部保健学科検査技術科学専攻の在学生と卒業生（大学院生）で

構成されており、卒業と同じくして、国家資格である臨床検査技師免許の取得を目指し、受験を行います。晴れ

てこの資格を取得した者のみが、医療機関等で臨床検査技師として働くことができます。この職種は名称や認定

機関が異なるものの、世界各国に存在し、医療現場等で活躍されています。この臨床検査技師に世界的な変化が

訪れました。それは、米国で最も大きな規模の臨床検査技師承認機関である ASCP（American Society for Clinical 
Pathology）が、世界的な臨床検査技師の標準化を行うことを目的とし、2007 年から臨床検査技師の国際資格 ASCPi
を発行するようになったことです。この資格は世界各国から受験が可能であり、2009 年 11 月から日本でも受験

できるようになりました。現状では、ASCPi を取得することにより医療従事者が米国で働くための VisaScreen を

申請することができるなど、海外で臨床検査技師として働く際には有利となると考えられています。私たちは

ASCPi に興味を持ち、この資格について様ざまな方法を使って調べてみましたが、新しい資格であるため日本で

の認知度は低く、受験等に必要な情報が不足していることが分かりました。そこで、私たちはこの資格について

知りたいという想い、また臨床検査に関わる多くの人がこの制度について知る機会を作るために、ASCPi に詳し

い講師による講演会や、私たちが得た ASCPi に関する知識を共有できるインターネットコミュニティーの立ち上

げを企画するに至りました。 
現在、日本の多くの大学で国際的に活躍することを視野に入れ、TOEIC や TOEFL を受験し、語学力を高める

アプローチはされていますが、”働くために必要な実践的英語力の向上”と”海外で働く資格の紹介・取得”を意

図しているものは少なく感じます。私たちはこのプロジェクトを通じて、将来、専門職の方が国際舞台で活躍を

狙うための、一つのステップになればと考えています。 
 
２．講演会の開催 

前述のとおり、ASCPi の認知度は低く、得られる情報が限られているため、私たちはこの資格に関する正しい

知識をつけるため、またそれを多くの方と共有するため、ASCPi に関する講演会を開催することを企画しました。

この講演会は山口大学の学生、教職員はもちろん、山口県下の臨床検査技師、その他 ASCPi に興味をもたれたす

べての方に参加していただけるようなオープンな講演にしようとの考えのもと、プロジェクト計画を練りました。 
まずプロジェクトメンバーで、講演会の成功に不可欠な講師の選定をおこないました。その結果、坂本秀生先生

に講演を依頼することを全員一致で決定しました。先生は、神戸常盤大学の教授を務められている傍ら、ASCPi
の資格取得をサポートするアドバイザーをされています。またアメリカにおける臨床検査技師の制度についてリ

サーチを行われ、日米間の対比を行われた興味深い著書を複数投稿されており、本プロジェクトの講演の趣旨に

最も合致する方であると確信しました。坂本先生に講演の依頼をさせていただいたところ、私たちのプロジェク

トに多大な興味・関心をいただき、講演を快諾していただきました。 
講演会を開催するにあたって課題となったのは、どのようにして山口大学関係者以外の方に講演会の開催をア

ナウンスするかということです。そこで、私たちは山口県臨床検査技師会にお願いをし、技師会のホームページ

に講演会を開催する趣旨の資料を掲示させていただきました。これだけでは技師会のホームページを見た方にし

かアナウンスできていないので、技師会に登録している病院の検査部の住所を提供していただき、山口県下 118
の病院に講演会を開催する趣旨の資料を郵送させていただきました。この 2 つのアプローチにより、山口県下の

臨床検査技師の方に講演会をお知らせすることができました。 



10 月 23 日土曜日、秋晴れのもとついに講演会の本番を迎えました。講演会への呼びかけの成果もあり、73 名

の学生と教職員、臨床検査技師もしくは臨床検査技師免許取得者の方に参加していただきました。遠くは徳山、

萩、そして福岡からいらした方もおり、講演会の重要さを改めて認識させていただきました。講演は ASCPi に関

した話題と日米間の臨床検査技師制度や実務内容の比較など興味深い話を約 1 時間 30 分、その後約 30 分は質疑

応答にあてられました。質疑応答では、非常に活発に質問や意見が飛び交い、参加者の関心の高さを改めて実感

しました。坂本先生をはじめ、講演に参加していただいたすべての方に感謝したいと思います。 
 

 
講演会での模様 1 

 

 
講演会での模様 2 



 
講演会での模様 3 

 

 
講演会での模様 4 

 
講演後に参加していただいた方へ簡単なアンケートをさせていただきました。アンケート結果の一部を下記の

グラフにまとめました。まず講演会前の ASCPi の認知度について、全体では 46%と約半数の方がこの資格を知っ

ていたことが分かりました（図 1）。これは講演会の参加者の大半が学生であり、他の講義で先生方が学生に ASCPi
について紹介する機会があったということ、またプロジェクトメンバーから話を聞いて興味を持った学生が自ら

調べていたことが反映された結果であると考えられます。学生単独では、ASCPi の認知度は 57%と半数を超えて

いました。反対に臨床で働かれている臨床検査技師の方の認知度は 22%と全体に比べて低かったことが分かり、

本講演により、多くの臨床検査技師の方にこの資格について知っていただく機会を作ることができたと考えてい

ます。また ASCPi という国際資格が存在したことは知っていたが、中身については理解していない方が大半であ

ったため、講演会を通じて正しい理解が得られたのではないかと考えています。次に、本講演を聞いた後の ASCPi
の取得の意思について、全体の 67%の方が ASCPi の取得に前向きに考えていることが明らかになりました（図 2）。
しかし全体の 33%の方は、ASCPi について興味はあるが取得の意思はないとの回答をいただきました。最も多か

った理由は、資格としての有用性が明らかでなく取得に前向きになれないという意見でした。前述のとおり、こ

の資格は臨床検査技師の国際的な標準化を理念としていますが、日本の医療機関で働くうえでは、既に国家資格

という日本国内における標準化の指標があるため、ASCPi を取得する必要がないという考えより、有用性が見い

だせないという思いを持たれていると考えています。 



 

図 1. ASCPi の認知度について 

 
図 2. 本公演後の ASCPi の取得の意思について 

 
本公演によって、山口県下の臨床検査に関わる方や学生へ ASCPi について知っていただく機会を提供すること

ができ、参加者は臨床検査技師の世界的な新たな動きについて正しい知識が得られたと考えています。本講演会

に参加してくれた学生の 60%は海外で働くことも視野に入れており、本公演が今後の活躍の一助になればよいと

考えています。またアンケートで、ほぼ全員からこのような学生主体の講演会を継続して開催してほしいといっ

た回答が得られたので、今後もこのような活動を続けられればと考えています。 
 
３．インターネットコミュニティーの開設にむけて 

私たちは ASCPi に関する情報が少ないという事実に直面したため、この取組みを通じて ASCPi に関して私た

ちが得た情報を発信しようというもう一つのプロジェクトを計画しました。そこで、私たちは ASCPi に関するイ

ンターネットコミュニティーの開設し、国際資格の受験方法などをまとめ、掲載しようと考えました。このイン

ターネットコミュニティーの立ち上げを、講演をしていただいた坂本先生に相談したところ、ASCPi の情報の少

なさに苦慮し、私たちと同じように何か発信できる事はないかと考えられている方を紹介していただきました。

その方は現在 ASCPi の受験申請中であり、共同して受験までの手続きをまとめインターネットコミュニティーに

アップし、今後受験を考えている方の参考にしていただこうという計画を立てました。受験までの手続が複雑で

難航しており、そのためインターネットコミュニティーは未完成ではありますが、来年度も引き続きインターネ

ットコミュニティーの解説に向けた活動していきたいと考えています。このプロジェクトを通じて同じ考えを持

つ全国の人と新たに知り合え、このプロジェクトを始めて良かったと切に感じています。 
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